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アンシンメトリックにおける CRaMSの応用 

 

スクエアセットの指定したカップル、または特定のダンサーに対して動作を指示してダンサーの配置を

非対称にして踊るスクエアダンスをアンシンメトリックダンスと呼称します。 

個人的にはアンシンメトリック（以下ＡＳとする）の体形について、以下の４パターンに分類します。 

 

①男女の位置関係は対称だが、オーダーが非対称 

②男女の位置が非対称（体形は男女を無視すれば対象） 

③男女の位置も体形も非対称 

④Couple No. で動作を指示した結果の体形 

このうち①③④は戻し方の一般化は困難なので、今回は②のケースについて解説します。 

 

例：NEAR 4, FAR 4等の非対称のダンサーに対する動作を入れたダンス。 

  

  ①              ③           ③④ 

 

例：カップル番号を指定した動作を入れたダンス 

  

   ①            ②            ③④ 

your couple’s No. 

eight chain thru 

your couple’s No. 

square thru 
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ＡＳ体形のダンスは、通常のダンスではできないアレンジメントが可能になるため、簡単な動作でも 

いつもと違ったダンスを楽しむことができる。 

ＡＳでは、通常のダンス以上に以下の手順に注意する必要がある。 

 

セットアップ 

初期体形からＡＳ体形にする手順。 

今回は男女の位置を入れ替える手順を紹介します。 

 

②の指定された１組または２組のカップルがパートナーと男女の位置を入れ替える。（ＰＳでの入れ替え） 

   

以下は、①のオーダーを非対称とするセットアップの例 
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②の指定された１組または２組のカップルがコーナーと男女の位置を入れ替える。（ＣＳでの入れ替え） 

 

 #1 couple face your corner box the gnat, square set 

 

 

③ＯＳからの入れ替え例     ④ＲＳからの入れ替え例    ⑤GetOutを困難にする入れ替え 

    

 

⑤GetOutを困難にする入れ替えの理由 

・レディースチェーン効果のムーブメントを非対称のカップルに指定したことで、男女のオーダーが異

なった状態になります。男性の１と４が入れ替わることで男女の位置交換だけでなく、男女のオーダー

が異なり GetOutが困難になる。 

戻せない理由を解りやすくするために、スクエアセットの状態に戻した以下の図を参照ください。 

赤枠の部分が 

入れ替わっている 

男女のオーダーが

異なっている 



4 / 10 

ＰＳで１組と４組男女の位置交換と１組と４組男性の位置を交換した状態。 

 

上図で head または side の女子を入れ据えればそれぞの△はＣＳ（ＲＳ）になる

のではと思いますが、左図を参照すれば、Getoutはできないことがわかります。 

 

← NEAR 4 Swing Thruをかけた状態 

※上下で分割するとＰＳの状態で男性が入れ替わっていることに注意 

 

ボディ 

ＡＳ体形でのダンスで、非対称な体形での動作を行う。 

非対称なアレンジメントとしては、男性４と女性４人が分かれる体形が解りやすいと思いますが、その体

形にする方法を解説します。 

ＰＳで男女を入れ替えた場合 －＞ ＯＳに移行する（またはＭＭＧＧのアレンジメントにする） 

     

  

   で区切った４名を見た場合はＯＳとなり、  で区切った場合はＰＳとなる。 

左はＰＳでＭＭＧＧの体系 

ここからの GetOutの例として、 

Scoot Back, split circulate,  

slide thru, ends fold 

で GetOutできます。 

 

ＰＳ－＞ＯＳへの移行 

ＰＳ－＞ＭＭＧＧへの移行 

通常の動作ではここから GetOutすることはできない。 

Getoutする為には、赤または青の△グループ内の男性または女性の位置を

入れ替える必要がある。 

この区切りの理由は、セット内でのステーションが一致する区切りとなる。

（例では両方ともＰＳ） 
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ＰＳのＭＭＧＧからＯＳへの移行手順例（他にも split circulate, All 8 circulateもあります） 

 

 

男女４人ずつに分かれた体形にするには、ＰＳでＭＭＧＧのアレンジメントにするかＯＳにします。 

GetOutの手順はオーダーを揃えてＭＭＧＧの場合は split circulate, slide thru, ends fold, ＯＳの場合

は All 8 circulate, slide thru, ends fold で GetOutできる。 

見分け方としては、ＯＳの場合は Heads同士、Sides同士が手をとっているが、MMGGのアレンジメン

トの場合は、Heads/Sidesの両方が手を取ることはありません。 

 

ＣＳで男女を入れ替えた場合 －＞ ＲＳに移行する（またはＭＭＧＧのアレンジメントにする） 

 

ＯＳ体系のからは、 

All 8 circulate,  

slide thru,  

ends fold 

で GetOutできます。 

＜－ ＰＳ ＭＭＧＧ 

＜－ ＯＳ 
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ゲットアウト 

ＡＳ体形または通常体形に戻してのゲットアウトを行う。※３ 

ＣＳ－＞ＲＳ－＞ＣＳからの GetOut         ＰＳ（ＭＭＧＧ）－＞ＣＳ 

  

 

ＰＳ（ＭＭＧＧ）－＞ＣＳ               ＲＳ－＞ＣＳ 

 

＜－ＣＳ 

＜－ＰＳ 

＜－ＲＳ 

＜－ＣＳ 

＜－ＰＳ 

＜－ＣＳ 

＜－ＣＳ 
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アンシンメトリックと CRaMS 

 

アンシンメトリックに移行する場合、多くの場合は 1 組または 2 組の男女を入れ替える方法がとられま

すが、この男女を入れ替えたときのステーションがポイントとなる。 

例として PSでNEAR 4 Half Sashayをコールする。 

この体形から各ステーションでのフォーメーションの変化を確認する。 

 

ＰＳ－＞ＣＳ（縦に区切っても、横に区切っても男女比が３対１となる。） 
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ＰＳ－＞ＯＳ（男女比が４対０または２対２となる。） 

 

 

ＰＳ－＞ＲＳ（縦に区切っても、横に区切っても男女比が３対１となる。） 

 



9 / 10 

PS では縦で分けても横で分けても対象の 4 名は男女 2 名ずつでしたが、CS、RS では 3 対 1 となり、

OSでは 2対 2または 4対 0となる。 

CSの場合は PS、OSの場合に 3対 1となり、RSの場合に 2対 2または 4対 0となる。 

 

※ 男女を入れ替えた際のステーションの反対のステーションに移行すれば男女別の体形になる。 

※ 3対 1の体形の場合はステーションを 90度回転（Magic module）することで 2対 2または 4対 0の

体形に移行できる。 

※ 4 対 0 の体形からの GetOut は反対のステーションに移動し、オーダーを合わせた Wave から Slide 

Thru, End Fold(PSの場合)、または Slide Thru, Centers Fold(CSの場合)で GetOutする。 

 

 

私のアンシンメトリック体形からの GetOut手順例 

① 4対 0の体形（男女別の wave）にする。 

② headの男女、sideの男女が各々逆方向を向くようにする。 

③ head、side同士が逆方向を向く（waveで手を取っている）体形にする。 

④ pass thru, trade by（waveの場合は All 8 circulate） 

⑤ 男女別の wave で head、side 同士が手を取っていない場合は（例:head が ends、side が centers）

split circulate, slide thruで元のステーションに戻しフォーメーションを整えるため ends（centers）

Foldで get outする。 

または、 

① ４名の同性が一列で向かい合う（headsが ends、sidesが centersまたはその逆）体形にする。 

② slide thruで男性が right hand wave女性が left hand waveになるようにする。 

③ those facing pass thruで体形の正規化を行う。 

④ 通常の facing outの lineとなるので GetOutを実施 

 

 

ＡＳにおけるコールの注意点 

 

GetOut以外では使用に注意が必要なコール 

star thru, slide thru, boys, girls 等、男女で動作が異なる動き。 

 

セットアップの手順としては、NEAR ４や FAR 4等を使用すると、スタートセットが固定されるので、

最初の couples 1 and 2 half sashayや #1 couple face your corner box the gnat, square set でＡＳ体形

を作成した方が、couples 2 and 3 half sashayや #4 couple face your corner box the gnat, square set

などのように応用が利くので最近はこの方法を使用している。 
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ＡＳにおける注意点のまとめ 

 

セットアップ 

どのステーションにおいてどのようなＡＳの体形を作成するのかを明確にする 

例  

ＣＳ（ＰＳ）で男女の位置を入れ替える 

ＰＳで１組と２組の位置を入れ替える 

ＣＳで１組男子とコーナー２組男子とコーナーの位置を入れ替える 

ＲＳで１組男子と２組女子、４組男子と１組女子の位置を入れ替える 

 

※自分がどのようなＡＳ体形を作成したかを理解していない場合、まぐれ当たりを期待するだけで

GetOutが困難になる。 

 

ボディ 

slide thru, star thru等の男女で動作の異なるムーブメントや boys, girlsの指定を、GetOutを意識せず

に使用してはならない。通常の boys, girls 等の指定は centers, ends, leaders, trailers等の指定で代替

する。 

GetOut の為に特定の男性同士、女性同士の位置を交換する必要が発生した場合は、入れ替えるペアを

centerに配置して center boys（girls）tradeのようなコールを行う。 

 

ＧｅｔＯｕｔ 

GetOut 体形のステーションを確認し、セットアップ、ボディでステーションと象限（Quadrant）を目

的とする Getoutに一致するように操作する。 

 

※必要があればステーションや Quadrantの位置を調整する。 

 

 

簡単にＡＳ体形のダンスシーケンスを作成するには、 

１．セットアップでカップル№を指定してＰＳまたはＣＳで隣あった男女の位置を交換してからスター

トする。 

例 couples 1 and 2 half sashay（ＰＳ）#1 couple face your corner, box the gnat, square set（ＣＳ） 

２．ボディでは star thru, slide thru, boys, girlsを使用せず、セットアップ時のステーションを反対の

ステーションに移行する。 

３．Getoutを行う際は、セットアップ時のステーションで、入れ替えた男女を向かい合う（右手を取る）

体形にし、オーダーを確認して star thru（slide thru），end（centers）foldで GetOutする。 

 


